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〈セミナー内容〉
本セミナーでは、PPSをこれから始める先生から成人脊柱変形をMIStで治したいベテランの先生までを対
象に、PPSの基本からLIFとPPSを用いた脊柱変形矯正および骨盤外傷に関するコツとピットフォールをご
講演頂き、ハンズオンワークショップを行います。

近年、最小侵襲脊椎安定術（minimally invasive spine stabilization: MISt）が注目されて
いるが、この術式に欠かせないのが経皮的椎弓根スクリュー（percutaneous pedicle 

screw: PPS）法である。この手技は単なる腰椎変性疾患のみでなく、脊椎・骨盤外傷、
脊椎感染、転移性脊椎腫瘍、さらには脊柱変形にまで応用されるようになってきた。
本セミナーでは、MIStの初心者からエキスパートまでを対象に、PPS挿入の基礎から
様々な疾患への応用までを含めて、実践的な手技を解説する。
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〈プログラム〉
15：00-15：50　講義＆デモンストレーション
15：50-16：30　ワークショップ
モデルボーンを用いて、成人脊柱変形の矯正、及び腸骨スクリューの手技を体験して頂きます。
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